
サケ 幼 魚 生態調査

小田切譲二・奈良賢静

目 自今

ごく浅海域の生活期を経て，沖合へ移行する時期のサケ幼魚の分布生態を把握するため，本調査

を実施し基礎的資料を入手する。

調査 方 法

昭和57年 4， 5月に，試験船青鵬

丸(19.94 トン)を使って，小泊~

鯵ケ沢海域(図 1)でサケ幼魚の分

布調査を実姉した。 3回の航海で延

6日の調査を行なった。幼魚の採集

は，夜間に集魚灯(220 V， 2 kW X 

1 )を用いて，来遊するものをタモ

網(口径回cm) によって抄う方法で

行なった。

結果と考察

1 採集結果

3回の調査でサケ幼魚を 319尾

採集した。各調査日毎の体長組成

を図 2に示す。採集した幼魚の体

長範囲は 3.0 ~10. 7cmであった。 図 1 調査海域図

全採集個体の体長組成には 4.5 ~ 5.5訓， 8. 0 ~ 8.5 cmと2つの山がみられた。 4.5 ~ 5. 5 cmは

4 月 21~22 臼に， 8. 0 ~ 8. 5 cmは4月26へ 27日にそれぞれ採集された体長組成を反映したもので

(1 ) 
ある。ごく沿岸のイカナゴ漁で混獲される組成が 7cm以下 であるのと比べると，はるかにその

(2) 
組成は広くなっている。しかし，入江ら が報告しているように，大型の幼魚は水面より少し下

層を泳ぐために，タモ網による採集は小型魚に比べて困難であったので，採集個体の体長組成は

必ずしも正確に，実態を反映しているとは言えない。それでも，付近を航行する船が多く，各種

漁具が多く設置されている当海域の場合に，集魚灯は有効な手段であると判断された。
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距岸距離と幼魚の体長2 

2浬以内で10cm程の大型魚これはこよると，距岸距離と体長の関係をみると表 1のようになる。

岸寄り iまど体長は小さいの

4 ~ 5浬でほ河川放流サイズの

4cm台は採集されなかった。同様の現象は
i;'; I 

昨年も見られている 。

がみられるものの，

が認められる。

3， 

沖合ほど

魚体が大きいことは他海威でも見られており，
(31 

普遍的な現象だとしている 。量的には少ない

採捕はで

やや大型の幼魚を 5浬以遠で目

採集数採集個体数を分布の相対値と考えて，

図 3のよの平均値と距岸距離の関係をみると，

幼魚の採集尾数は 0うになる。これによると，

1浬以遠では~1 浬での平均値21尾が最高で，

極度に減少している。

4 

特に大きな値になってい

このように，

このほか先に述べた理由で，

きなかったが，

視している。

尾文長は岸から離れるほど大きく，

~5 浬では 7cm 台と，

ものの，

一方，

約1) 距岸距離間

尾文長 。 ~1 1 ~2 2~3 4~5 

3.0 - 3.5 1 

3.5- 4.0 8 1 

4.0- 4.5 28 9 3 

4.5- 5.0 71 9 3 

5.0- 5.5 64 11 7 1 

5.5- 6.0 40 8 1 

6.0 - 6.5 14 8 

6.5- 7.0 5 3 

7.0- 7.5 1 2 

7.5- 8.0 1 1 

8.0 - 8.5 1 1 2 1 

8.5- 9.0 l 

9.0 - 9.5 

9.5-10.0 1 

10.0ー 10.5

10目 5-11.0 1 

距岸距離と幼魚、の体長表 1
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綴岸からの距雛

採集数と距岸距離
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4月21~22 日採集された 256 尾を，採集地区別にその平均体長を比べてみると，大きい順に小

泊，出来島，下前となる。岩木川が注ぐ十三湖の水戸口に近い下前の採集魚、の組成範圏は 3.5 ~ 

6 0仰と狭い。これに反 L，より北に位置する小泊湾のものは 3.5 ~ 8.0 仰と広くなっている。
(5) 

これまでにも港湾 で幼魚、の大きな群れがHられているが，このような場所が幼魚の生息の場の

ーっとなっていることがうかがわれる。

降海した幼魚は沿岸に流出した河川水の拡散とともに分散し，徐々に分布を広げる一方，成長

するに従い沖合化を進めながら北上，移動して行くと考えられる。

3. 幼魚の分布と沿岸水

タモ網で採集した幼魚の数と採集地点の表面水温，権分を図 4に示す。これによると，各水温

帯の高麟域では採集尾数がゼロの場合が多く，幼魚の分布は低麟域を主としているのがわかる。
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図4 幼魚の採集尾数と表面水温・権分

水温の上昇は時期の推移を示しているので，幼魚の分布はその時期の水塊配置の中で，常に低輔
(3) 

域にあると言える。この沿岸に形成される低輔域は，雪解け水の流出 によってつくられるもの

である。

幼魚が沿岸からより沖合へ分布を広げる頃の体長は 6， 7仰前後と考えられるが，これ以上の

体長のものは採集尾数は減少しているので，徐々に北上を始めていると推察される。降海した幼

魚は，雪解け水によって流出拡散した低麟域に生息しているが，時には大出水によって，河川放

流聞もない幼魚とともに，水戸口から20伽程北の小泊湾まで運ばれる(3)ことがある。小泊湾では

河川流量の減少する 5 月上~中旬，沿岸の水温が12~130Cに達する項に幼魚は沿岸域を離れる。

南に残る低麟域には 5月下旬まで分布がみられるものの，その量は少ない。
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